
研究主題及び副主題

探究的な学びを通して、

夢の実現に向かう生徒の育成（１年次）

～「『天栄ならでは』の教育」を目指して～

天栄村立天栄中学校 （代表）校長 濱津 太

Ⅰ 研究の構想

１ 研究主題設定の理由

（１）生徒の実態から

本校の生徒は、明るく素直で、規律ある落

ち着いた学校生活を送っている。しかし、各

種調査結果から、自己の将来の夢や目標を見

いだせていない生徒が多いこと、ふるさとへ

関心をもち、そのよさを理解してはいるもの

の、将来もふるさとに住み続け、地域に貢献

したいと考えている生徒は少ないという実態

が判明した。

渋沢栄一の言葉といわれる「夢七訓」に、

「夢なき者は理想なし 理想なき者は信念な

し 信念なき者は計画なし 計画なき者は実

行なし」とあるように、自己の将来像が漠然

としていれば、将来に向けた具体的行動を見

いだし、実行することは困難である。このこ

とを裏付けるように本校の生徒は、学習に対

し粘り強い取組を行おうとする側面が弱いこ

とが各種調査結果から明らかになった。

私たちは、生徒が自己の「夢」をもち、な

りたい自分の姿をイメージしながら自己の生

き方を考えることができれば、その実現に向

け、学習に対しても主体的・計画的・継続的

に取り組むようになると考える。私たちは、

生徒に自己の生き方を考えさせる視座として

「ふるさと」を設定した。ふるさとは、自分

が生きていくための基盤であり、心の拠り所

であるからである。ふるさとを理解する学習

こそが、自己の将来像を描く上においても、

また今の学習の意義に気づき、主体的に学び

に向かう態度を育成する上においても重要な

カギとなる。「ふるさと・夢」をテーマに探

究的に学ぶことの意義は、ここにある。

（２）地域の実態から

天栄村（以下、「本村」という）には、ブ

ナやミズナラの森、大地から湧き出る清水な

どの豊かな自然環境、長年にわたり伝え受け

継がれてきた独自の歴史や文化、米・ヤーコ

ン・長ネギといった自慢の特産品、移住者誘

致や手厚い子育て支援など特色ある村づくり

を進める行政、農業・醸造業・観光業などの

多様な産業が存在する。私たちは、これら本

村のよさ・財産である「人・もの・こと」を

最大限に活用しながら、生徒がふるさとにつ

いて探究的に学ぶことで、生徒はふるさとを

深く理解し、自己の生き方を考えるヒントを

得ることができるものと考える。

また、本村では「ふるさと教育」を推進し

ており、地域学校協働活動事業として学校と

地域をつなぎ、地域全体で子供の教育を支え

ていく体制が整備されている。このことから

も、本村には、地域の協力を得ながら学習を

推進することができる強みがあるといえる。

（３）今、学校に求められていることから

これから子供たちが生きる時代は、「厳し

い挑戦の時代」、「予測困難な時代」といわ

れる。学校教育には、このような時代を生き

る子供たちに、社会や世界に向き合い関わり

合い、自らの人生を切り拓いていくために必

要な資質・能力の育成が求められている。学

習指導要領（平成29年告示）では、「社会に

開かれた教育課程」及び「カリキュラム・マ

ネジメント」をその実現のカギとしている。



本県においても「第７次福島県総合教育計画」

で「学びの変革」を掲げ、福島のよさを大切

にした「福島ならでは」の教育を進めるとと

もに、それを実現するため、一方通行の画一

的な授業から個別最適化された学び、協働的

な学び、探究的な学びへの変革を求めている。

以上のことから私たちは、本村のよさ・財

産である「人・もの・こと」を最大限に活用

し、「ふるさと・夢」をテーマに探究的な学

びを実践し、学びを変革しながら「『天栄な

らでは』の教育」の創造を目指していきたい

と考え、本主題・副主題を設定した。

２ 研究主題・副主題についての考え方

（１）「探究的な学び」とは

「探究的な学び」とは、問題解決的な活動

が発展的に繰り返されていく学習のことであ

る。すなわち、習得した知識・技能を活用し、

「課題の設定」→「情報の収集」→「整理・

分析」→「まとめ・表現」の探究のプロセス

により、「考えるための技法」を駆使しなが

ら学習活動を発展的に繰り返し、物事の本質

を見極めようとする学習のことである。

（２）「夢の実現に向かう生徒」とは

「夢の実現に向かう生徒」の姿とは、ふる

さとのよさ・財産である「人・もの・こと」

に触れ、「探究的な見方・考え方」を働かせ

ながら探究的に学ぶことを通して、課題を解

決するとともに、ふるさとの一員として何が

できるか考えたり、今の自分を見つめ、必要

とする資質・能力を身に付けようと努力した

りする生徒の姿である。また、総合的な学習

の時間を核とした３年間の学習を通して、将

来自分がなりたいと思う姿を目指そうとする

生徒の姿である。 資料１

（３）「『天栄ならでは』の教育」とは

「『天栄ならでは』の教育」とは、本村の

よさ・財産である「人・もの・こと」を最大

限に活用した探究的な学びを通して、ふるさ

との特色について理解を深め、そのよさ・魅

力を再認識し、郷土愛や郷土への誇りを高め

るとともに、ふるさとの未来像や自己の生き

方を考え、自己の夢の実現につなぐための教

育のことである。

３ 研究仮説

４ 研究の内容と方法

（１）「ふるさと・夢プロジェクト」の実践

本校では、総合的な学習の時間を「ふるさ

と・夢プロジェクト」と題し、本村の「人・

もの・こと」を最大限に活用した「『天栄な

らでは』の教育」の創造を目指し、１学年で

は、過去から伝え、残されてきたもの・こと

を知ること（「ふるさと天栄を知る」）、２学

年では、現在本村で活躍している人から学ぶ

こと（「ふるさと天栄から学ぶ」）、３学年で

は、ふるさとの未来像や自己の生き方を考え

ること（「ふるさと天栄の未来を考える」）

を視点とした探究的な学習を行う。このよう

に３年間を通して、生徒が過去・現在・未来

の視点でふるさとについて発展的に学ぶこと

で、将来の夢や自己の生き方を自分の姿に重

ね合わせながら学習することが期待できる。

また、生徒が探究のプロセスに沿った問題解

決的な活動を発展的に繰り返し学習すること

を通して、「夢の実現に向かう力」を育成で

きるように工夫していく。 資料２

生徒がふるさとについて深く学ぶために

は、ふるさとを熟知する地域人材から学ぶこ

とが最良の手段である。私たち教師は、探究

的な学びのコーディネーターの役割を担う。

地域人材を活用し、学校の教育活動に参画し

てもらうことは、「社会に開かれた教育課程」

の実現にもつながる。そこで、ふるさとの魅

力や課題を知るために「村長による特別授業」

総合的な学習の時間を核とした、ふる

さと天栄についての探究的な学習の充実

を図り、よりよく課題を解決し、「夢の実

現に向かう力」を育てる実践を行えば、

夢や目標を自ら設定し、実現しようと取

り組む生徒を育成できるであろう。



や地域人材を講師とした「ふるさと講座」を

開設する。また、各学年の探究の視点に基づ

いたふるさとの未来像や自己の生き方を考え

るための探究的な学習プログラムの構築を目

指す。１学年では、「ふるさと魅力発見学習」

として、本村の自然や歴史・文化といったふ

るさとの魅力を調査したり体感したりするこ

とを通して、ふるさとの魅力や未来に伝え、

残したいもの・ことを知る学習を実践する。

２学年では、「ふるさと魅力発信・職場体験

学習」として、ふるさとの特産品の魅力を発

信するとともに、村内事業所での職場体験学

習を通して、働くことの喜びや苦労を体感し、

自己の勤労観・職業観を醸成し、将来の自己

の生き方のヒントを探る学習を実践する。３

学年では、「ふるさと未来探究学習」として、

村づくりの現状や課題を探究することを通し

て、ふるさとの地域活性化や未来のふるさと

像について考え、ふるさと天栄のあり方を提

言したり、自分の将来の生き方を考えたりす

る学習を実践する。 資料３

（２）「夢の実現に向かう力」の設定

私たちは、「夢の実現に向かう力」を、各

教科等と総合的な学習の時間における学習の

中で共通に働く資質・能力であり、各教科等

と総合的な学習の時間との往還の架け橋の役

割を果たすものと捉えている。そこで「夢の

実現に向かう力」を、学習指導要領に示され

ている学力の３つの柱①「知識及び技能」、

②「思考力、判断力、表現力等」、③「学び

に向かう力、人間性等」の３つの観点で整理

し、それぞれ、①「課題の解決に必要な知識

及び技能」、②「問いを見いだし、その解決

に向けて仮説を立て、調査して得た情報を基

に考える力及び考えたことについて根拠を明

らかにしてまとめ・表現する力」、③「探究

的な学習に主体的・協働的に取り組む態度及

び互いのよさを生かし持続可能な社会を実現

するために自ら社会に参画しようとする態

度」と定義した。これらの資質・能力は、全

ての学習の基盤となる資質・能力であり、生

徒が将来生きていくために必要な「基礎的・

汎用的能力」と重なるものである。１年次の

研究においては、特に「思考力、判断力、表

現力等」にあたる②の資質・能力に焦点化し

研究を推進することとする。

本研究で目指す「夢の実現に向かう力」を

育成するためには、探究のプロセスにおいて、

生徒が「何ができるようになるか」を明確化

し、課題解決を通して育成を目指す資質・能

力を具体化する必要がある。私たちが、この

資質・能力の具体化のための手がかりとした

のが、やまぐち総合教育支援センター（2021）

の「探究によって育まれると期待される力」

である。これは、探究のプロセスの各段階に

おいて、学習者が学びを通して身に付けるこ

とが期待される力に焦点を当て、具体的な力

として整理したものである。私たちは、これ

を基に探究のプロセスごとに育成したい資質

・能力を具体的に設定し、授業実践を通して、

その育成を図っていく。

（３）各教科等と総合的な学習の時間との往

還による授業改善

探究のプロセスを支える探究的な見方・考

え方については、学習指導要領（平成29年告

示）解説 総合的な学習の時間編に「各教科

等における見方・考え方を総合的に活用し

て，広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉

え，実社会・実生活の課題を探究し，自己の

生き方を問い続けるという総合的な学習の時

間の特質に応じた見方・考え方」とある。総

合的な学習の時間において、各教科等で育成

された見方・考え方を総合的に活用するため

には、各教科等の学習と総合的な学習の時間

の学習との往還が重要である。それぞれの学

習が相互に作用し合うことが、社会で生きて

働く資質・能力の育成につながるからであ

る。私たちは「夢の実現に向かう力」を往還

の架け橋として、各教科等で育成された見方

・考え方を総合的な学習の時間で総合的に活



用できるよう授業改善を図っていく。資料４

また、学習指導要領では、「主体的・対話

的で深い学び」の視点での授業改善が求めら

れている。その実現のための手立てとして、

私たちは単元構想、思考の可視化、協働的な

学びに着目した。手立て①として、単元構想

の視点を「子供が見方・考え方を働かせて学

ぶこと」、「資質・能力が育成されるように

指導すること」の２点を掲げ、教科研究計画

を作成する。また学習指導案には、探究のプ

ロセスを取り入れた単元計画と本単元の学習

において育成する「夢の実現に向かう力」を

明記することで、総合的な学習の時間との往

還を意識した指導ができるように工夫する。

手立て②として、授業を実践するにあたり、

思考の可視化と協働的な学びの視点を取り入

れた授業改善に努める。なぜなら、思考を可

視化し、多様な他者と協働し、あらゆる他者

を価値のある存在として尊重しながら学ぶこ

とは、様々な社会的変化を乗り越え、持続可

能な社会の創り手を育成するための有効な手

立てであると考えるからである。 資料５

Ⅱ 研究の実際

１ 「ふるさと・夢プロジェクト」の実践

「ふるさと・夢プロジェクト」では、探究

的な学びを展開するにあたり、キャリア教育

やＳＤＧｓの視点を重視し、異なる多様な他

者と協働して主体的に課題解決を図る学習活

動を基本として実践している。また、特色あ

る学習活動として、次の３つが挙げられる。

一つ目は、探究的な学びで必要となる様々

な知識や学習スキルの習得のために、「NHK

for school」の番組コンテンツを活用したこ

とである。「高齢化社会の問題」や「地域の

活性化」、「課題の見つけ方」、「情報収集の

仕方」、「アンケートの作り方」など必要な

知識や学習スキルをそれぞれ10分程度で効率

よく学ぶことができ、探究的な学び方を指導

する上でも有効であった。 資料６

二つ目は「整理・分析」、「まとめ・表現」

の段階で、思考ツールやタブレット端末を活

用したことである。思考ツールは、調査した

ことを基に、自分たちの考えを自由に出し合

い、その考えを付箋に記録しながらＫＪ法を

使って分析するなど、思考を深める学習にお

いて効果があった。タブレット端末は、アン

ケート調査結果の集計・分析、発表用スライ

ドの作成、プレゼンテーションの場面で効果

的に活用することができた。 資料７

三つ目は、地域人材を講師とした特別授業

を実施したことである。最初の授業として「村

長による特別授業」を実施した。村長から直

接村づくりへの思いや本村の未来像について

話を聞くことで、ふるさとのよさや課題を再

認識するとともに、その後の学びへの意欲付

けとなった。また、地域人材を活用した「ふ

るさと講座」を実施したことで、講師の専門

性を生かした指導を受けることができた。村

長をはじめ多くの地域人材を講師に、特別授

業を実施できたのは、本村教育委員会所属の

地域コーディネーターの働きが大きい。学校

の負担を減らすとともに、学校と地域とをつ

なぐ架け橋となっている。 資料８

各学年の探究的な学習の実践内容について

は、以下の通りである。

（１）第１学年の実践について

１学年は、「ふるさと天栄を知る」をテー

マに、「ふるさと魅力発見学習」を行い、未

来に伝え、残したいもの・ことについて、探

究的な学習を行った。主な学習活動として、

次のことを実践した。

ア ふるさと講座「ふるさとの自然と歴史」

では、地域人材である２名の講師から、本村

に残されている古墳や城跡などの史跡や神社

・仏像などの文化財及び本村湯本地区の自然

環境の概要について学び、探究に必要な基礎

的な知識を習得することができた。この授業

で学んだことを踏まえ、「森林を残し伝える

ためにはどうしたらよいか」、「将来に伝え

残したいふるさとの歴史・伝統は何か」とい



った課題を設定した。

イ 「情報の収集」を目的に、森林環境学習

では、地域人材である講師の案内により本村

湯本地区の森林を散策し、様々な植物の観察

や樹木の幹の太さを測定し樹齢を推定する体

験学習を行った。湯本地区には70年前、軍用

馬を飼育する牧場があ

ったことや住民が炭焼

きを生業としていたこ

と、そのため現在より

も樹木が少なかったこ

と、時代の変化に伴い

自然環境も変化し、自

然環境の保全が大切で

あることなどを学んだ。写真１ 森林環境学習

ウ 「情報の収集」を目的に、本村の歴史や

文化を学ぶために、地域人材である講師の案

内により、村内にある文化施設と龍ケ塚古墳

を見学し、貴重な文化財が人々の長年の努力

によって多数保存されていることを学んだ。

エ ふるさと講座や森林環境学習などで学ん

だことを基に、収集した情報を整理・分析し

ながら課題解決に向けて探究活動を行った。

探究したことを学習の成果としてポスターに

まとめた。また文化祭では、学習した内容を

発表用スライドを用いて発表したり、学習し

たことを基に自分たちで創作したシナリオで

劇を行ったりしながら学習の成果を保護者や

地域の方々へ発信することができた。資料９

写真２ 文化祭での発表

オ ふるさと講座「職業人から学ぶ」では、

郵便局員、村役場職員、地元企業社員、パン

職人の４名の講師から直接話を聞くことで、

働く喜びや苦労、働く意義について学んだ。

また、「職業調べ学習」では、将来自分のな

りたい姿を捉えさせることをねらいとして、

自分の興味がある職業について調べ、レポー

トにまとめる学習を行った。

（２）第２学年の実践について

２学年は、「ふるさと天栄から学ぶ」をテ

ーマに、「ふるさと魅力発信・職場体験学習」

を行い、ふるさとの特産品の魅力発信や、村

内事業所での職場体験学習を行った。

ア ふるさと講座「生産者から学ぶ」では、

本村の特産品である米、長ねぎ、ヤーコンを

生産する５名の講師から、働くことの喜びや

苦労、生産者としての思いや願いを聞くこと

で、特産品のＰＲポイントを学んだり、自己

の生き方を考えるきっかけとしたりすること

ができた。また、生産者からは、特産品をＰ

Ｒするためにキャラクターを考案してほしい

との依頼を受けた。

イ 「情報の収集」を目的に、ふるさと講座

「働く人から学ぶ」では、職場体験学習の事

前学習として、村内の事業所で働く３名の講

師（保健師、杜氏、牧場長）から直接話を聞

いた。「働くとは、人のために動くことであ

る。自分の行動が必ず世の中の誰かのために

なっている。」、「看護師をしている時の夜勤

が大変だった。生活のリズムも崩れてしまう

ので体力が必要である。」、「間違えることは

良いことである。間違えない限り成功はない。

間違いの中に気づきがある。チャレンジして

ほしい。」という話から、働くことの意義・

喜び・苦労について学んだ。

ウ 「情報の収集」を目的に、農家、公共施

設、民間企業といった村内の事業所の中から

自分が希望する職種の事業所を選び、職場体

験学習を行った。令和４年度は、村内16の事

業所の協力を得た。各事業所では、指導を受

けながら実際に仕事を体験したり、職員に働

くことの意義や職業を選んだ理由を質問した

りした。このように職場体験を通して、生徒

は働くことを体感し、働くことの喜びや苦労、

働くことの意義について学ぶことができた。

事業所への依頼は、地域コーディネーターが



行い、学校の負担を減らしている。

写真３ 職場体験学習

＜生徒の振り返りから（２年生）＞

エ 「まとめ・表現」として、文化祭におい

て、職場体験で学んだことや本村の特産品の

よさをＰＲし、ふるさとの魅力を発信した。

特産品のＰＲのため、米、長ネギ、ヤーコン

をモチーフにしたキャラクターを考案した。

また、考案したキャラクターを用いたＰＲグ

ッズを本村「こども未来応援事業」を活用し、

広告代理店と共同開発し、製品化を図った。

２年次の学習では、このキャラクターを活用

して、本村の特産品をさらにＰＲする活動を

行う予定である。 資料10

（３）第３学年の実践について

３学年は、「ふるさと天栄の未来を考える」

をテーマに、「ふるさと未来探究学習」を行

い、村づくりの現状や課題について探究的な

学習を行い、持続可能な村づくりを提言する

ことを目指した。

ア ふるさと講座「ふるさと天栄」では、４

名の本村役場職員を講師として、「環境保

全」、「防災対策」、「地域活性化」、「少子高

齢化」をテーマに、本村の取組や課題につい

ての概要を学ぶことで、探究に必要な基礎的

な知識を習得することができた。

写真４ ふるさと講座「ふるさと天栄」

イ 将来の生き方を考えるために、「命の教

育」を行った。助産師から「思春期を迎えて

いる今、心と体の変化をしっかり受け止め、

自分の体を好きになって大事にしてほしい。

自分のことを大事にしなければ、将来赤ちゃ

んをかわいがることができない。」という講

話から命の大切さ、自分のことを大事にする

ことの意味を学び、自分の生き方を考えるき

っかけになった。

ウ 「認知症サポーター講座」では、本村社

会福祉協議会の協力を得て、これからの高齢

化社会を担うべき存在になることを自覚する

ために、認知症に関して理解を深める学習を

行った。高齢化の現状や認知症の方々へのサ

ポートの在り方を学び、地域の一員として何

ができるか考えるきっかけになった。

エ ア～ウの学習を踏まえ、「持続可能な村

づくりへの提言」と題して、ふるさとの未来

について、地域活性化、少子高齢化、防災、

障害者福祉をテーマに「湯本地区の高齢者が

安心して暮らすためにはどうしたらよいか」、

「災害の被害を小さくするために何ができる

か」といった課題を設定し、探究的なプロセ

スに沿って課題を追究した。「情報の収集」

段階では、本村役場職員への聞き取りや村民

へのアンケート調査を実施した。「整理・分

析」段階では、タブレット端末や思考ツール

を活用した。「まとめ・表現」段階では、未

来の村づくりへの提言としてまとめ、文化祭

で発表した。「地域の活性化のために既存の

施設を活用した交流場所をつくること」、「高

齢者の買い物のためにバスやタクシーを活用

すること」、「防災意識を高めるために防災

放送を工夫すること」など村づくりについて

提言することができた。 資料11

写真５ 文化祭での発表



これらの学習の成果は、村づくりに対する

中学生の意見として本村役場へ提供した。ま

た、地域活性化に関する中学生の意見として、

現在本村で進めている「ふるさと公園」整備

事業に関して、要望を伝えた。

＜生徒の振り返りから（３年生）＞

２ 「夢の実現に向かう力」の設定 資料12

私たちは、探究のプロセスごとに育成した

い資質・能力を具体化するために、まず教科

ごとに、やまぐち総合教育支援センターの「探

究によって育まれると期待される力」の中か

ら、教科の特性に応じて教科指導に関連のあ

る力を選び出す作業を行った。次に、選び出

した力を探究のプロセスごとに分類し、関連

性を見いだした。このような作業を経て、「夢

の実現に向かう力」の思考力、判断力、表現

力等の観点に該当する力を田村学（2015・20

18）を参考に、探究のプロセスごとに具体的

な資質・能力として、次のように設定した。

（１）「課題の設定」における資質・能力

ア 地域や社会に広く目を向け、学習の意図

や目的を明確にして課題を見いだす力

イ 解決の方法や手順を考え、見通しをもっ

て計画を立てる力

（２）「情報の収集」における資質・能力

ア 課題解決に必要な情報を見通し、目的に

合った情報を収集する力

（３）「整理・分析」における資質・能力

ア 問題状況における事実や関係を把握し、

分類して多様な情報にある特色を見付ける力

イ 事象や考えを比較したり因果関係を推論

したりして考え、視点を定めて多様な情報を

分析する力

（４）「まとめ・表現」における資質・能力

ア 調べたり考えたりしたことをまとめ、相

手や目的、意図に応じて論理的に表現する力

イ 学習の仕方や進め方を振り返り、学習や

生活に生かそうとする力

これら（１）～（４）の資質・能力を俯瞰

すると、「考えるための技法」とも重なるこ

とに気づく。特に「整理・分析」段階におけ

る資質・能力に顕著に現れている。私たちは、

これらの資質・能力を育成するために、探究

のプロセスを踏まえ、各教科等と総合的な学

習の時間の往還を意識した授業改善に取り組

んだ。

３ 各教科等と総合的な学習の時間との往還

による授業改善

私たちは、各教科等と総合的な学習の時間

が往還することで、生徒が身に付けるべき資

質・能力を効果的・効率的に育成できるもの

と考え、各教科等においても、探究のプロセ

スを意識した授業づくりを行い、互見授業を

通して、指導の在り方を研修した。

以下、実践内容とその考察について、探究

のプロセスに沿ってまとめる。

（１）「課題の設定」における実践と考察

「課題の設定」の段階では、見通しをもつ

力を重視している教科が多い。

理科では、「身の回りの物質」の授業で、

実験前にアルコールと水の混合物を加熱して

できた物質の性質を予想する時間を確保した

ことで、生徒は実験のポイントを考えながら

見通しをもって、主体的に学ぶことができた。

＜互見授業の記録から＞

保健体育科では、「創作ダンス」の振り付

けを考える授業の導入段階において、振り付

けを考える視点（曲調・リズム、動作のメリ

ハリ、同調・隊列）を示したことで、どのよ

うな動きが音楽に合うのかを見通しながら創

作活動を行うことができた。

「ふるさと・夢プロジェクト」の学習にお

予想から実験へ、そして考察という理科
ならではの手法・工夫が見られ、自ずと見
方・考え方を働かせる場面が創出されてい
た。考察を深めていく段階は、各グループ
が主体的に取り組む姿を確認でき、学びが
一人一人に成立していることがわかった。



いても課題設定の際に、解決の見通し・手立

てをもたせることは重要である。理科で実践

した既習事項をもとに予想させて実験方法を

立案する科学の方法が、総合的な学習の時間

の「課題の設定」の段階で解決の見通しをも

たせ、学習計画を立案する場面で生かされた。

（２）「情報の収集」における実践と考察

「情報の収集」の段階では、数学科・英語

科・音楽科・保健体育科の実践から往還が認

められる事例が挙がった。具体例を示すと、

数学科では、「比例のグラフ」の学習におい

て、比例定数が正と負の数におけるグラフ上

での共通点・相違点を調べさせ、解決に必要

な情報を収集させたことで、課題解決につな

げることができた。また「平行と合同」の学

習において、角度を求める問題の解決に必要

な既習事項を挙げて確認させたことで、生徒

は解決の見通しをもつことができた。しかし、

教科の特性から、解決の見通しをもたせるた

めには、基礎・基本となる知識の定着が必要

となる。本時の授業では、基礎・基本の定着

が十分でなかったために、解決の見通しをも

たせるまでに時間を要したという課題が見ら

れた。

写真６ 数学科の授業

音楽科では、「合唱の楽しみ」の授業にお

いて、「手紙」という曲へ込めた自分たちの

思いを表現させた。その際、形式・強弱・速

度・音色等の音楽を構成する要素を掲示し、

要素同士の関わりに注目させたことで、生徒

がより深く作品を鑑賞するポイントを理解

し、曲に込められた思いに気付き、自分たち

の表現の改善につなげることができた。

保健体育科では、「創作ダンス」の授業に

おいて、考える視点を示しながら他者とのコ

ミュニケーションを通して振り付けを考えさ

せたことで、多様な意見の中から有効な考え

を取捨選択し、振り付けを創作することがで

きた。また、動きに関する多様な考えの中か

らリズムに合わせた動きの大切さに気付くこ

とができた。

英語科では、ユニバーサルデザインについ

て調べる場面で、他者との意見交換から生ま

れた疑問点をタブレット端末を活用しながら

情報収集したり、自分たちの寸劇に必要な情

報を整理したりすることができたことは、総

合的な学習の時間の中で培った資質・能力を

活用したことによるものである。

（３）「整理・分析」における実践と考察

「整理・分析」の段階を「自己の夢の実現

に向かう力」の育成ポイントと位置付けた教

科が多く、複数の情報に目を向け共通点や相

違点を見付けたり、必要性を判断して取捨選

択したり、情報同士を組み合わせて新しい関

係性を見いだしたりする資質・能力の育成を

意図して授業実践を行った。

国語科では、「まとめ・表現」の「根拠を

明らかにして主張する力」との関連から、文

章を推敲する学習において、根拠をより信頼

性の高いものとするために、目的や相手を意

識して必要なふさわしい言葉や表現を検討さ

せる場面を設定した。２年生の「多様な方法

で情報を集めよう」の単元で、１年生に中学

校生活に早く慣れてもらう目的で「学校生活

紹介ガイド」の作成を行い、相手に有益で分

かりやすい文章にするために推敲する学習を

行った。この学習が、総合的な学習の時間に

おいて、本村の特産品をＰＲするためのキャ

ッチコピーを考案する学習に発展し、特産品

のよさを伝える言葉・表現を検討する場面で

往還が見られた。

社会科・英語科では、複数の情報の中で共

通点や相違点を見いだす力の定着に重点を置

いた。各教科の授業の目的は様々であったが、

目的に合う情報を選別したり、一定の傾向を

見付けたりすることに生かされていた。特に



社会科では、「地方自治と私たち」の単元で、

地域社会をよりよくするためにできることを

生徒に考えさせる授業を行ったが、本村と他

市町村との比較、生徒の過去と現在の考えと

の比較といった複数の見方・考え方を用意

し、思考ツールを活用して課題を追究させた

ことで、多面的・多角的な思考をもたせるこ

とに成功した。この学習は、総合的な学習の

時間における「ふるさと未来探究学習」での

「持続可能な村づくりの提言」の学習との往

還が図られた授業であり、総合的な学習の時

間の学びが社会科の学習でも生かされた。

写真７ 社会科の授業

＜互見授業の記録から＞

数学科・音楽科では、複数の情報を組み合

わせることで新たな関係性を創り出す力を育

成しようと試みた。両教科ともに既習事項を

情報としてもたせた上で、「より質の高いも

のにするためには」（音楽科）、「既習事項を

組み合わせるよさは何か」（数学科）といっ

た見方・考え方で思考・判断させて上記の力

の育成に迫る実践となった。

（４）「まとめ・表現」における実践と考察

「まとめ・表現」の段階では、英語科の実

践において、生徒が着実に力を付ける姿を確

認することができた。

英語科では、伝える相手や目的に応じて表

現する力・考えを表明する力に成果が見られ

た。即興的に、あるいは時間内で表現が求め

られる場面で一定の文章量や特定の言語材料

生徒が選んだテーマ「在宅福祉サービス」
は、まさに総合学習との「往還」の現れだ
と実感した。総合で学んだ「思考ツール」
の活用も、立派に「往還」を実現していた。
思考ツール「クラゲチャート」があった

ことで子どもたちの視点も集まり、協働的
な学びの成立につながった。考えの可視化
によって表現を共有することができた。

使用をクリアして表現することができた。総

合的な学習の時間で探究的な学びを経験し、

教科で見方・考え方が働く場面を積み重ねて

きたからこそ実現したものと考えられる。

写真８ 英語科の授業

Ⅲ 研究の成果と課題

１ 研究の成果

（１）ふるさと天栄の「人・もの・こと」を

最大限に活用しながら、「ふるさと魅力発見

学習」、「ふるさと魅力発信・職場体験学習」、

「ふるさと未来探究学習」といった各学年の

探究の視点に基づき、ふるさとの未来像や自

己の生き方を考えるための探究的な学習プロ

グラムを構築することができた。また、本村

教育委員会はもとより、本村役場や地元企業、

地域人材と総合的な学習の時間のねらいや目

的を共有しながら学習プログラムを構築した

ことで「社会に開かれた教育課程」の実現に

向け、一歩前進することができた。

（２）生徒は、「ふるさと・夢プロジェクト」

及び各教科等の学習を通して、探究のプロセ

スを踏まえながら、年間を通して螺旋的・発

展的に探究的な学習に取り組むことができ

た。このことを裏付けるように、学習に関す

る意識調査(令和４年６月と令和５年３月に、

全校生を対象に９項目４段階評価で実施。以

下同じ。）で86％の生徒が探究のプロセスに

よる学習に取り組んでいると肯定的に評価し

ている。 資料13－①

（３）「ふるさと・夢」をテーマに、様々な

地域の方々の協力を得ながら探究的な学習に

取り組んだことで、生徒は自己の生き方につ

いて深く考え、将来の夢や目標を見いだそう

とする姿を確認できた。意識調査の結果を見

ると、「夢や目標をもっている」という質問



の肯定的評価の割合が事前と事後を比べると

７ポイント増加している。 資料13－①

＜生徒の振り返りから（３年生）＞

（４）「ふるさと」をテーマに探究的な学習

を実践したことで、生徒はふるさとに関心を

もって学び、理解を深めるとともに、ふるさ

とのよさを再認識し、郷土愛や郷土への誇り

をもっていると肯定的に捉えている生徒が多

いことが確認できた。意識調査において、ふ

るさとへの関心度を検証する質問に対して肯

定的評価をしている生徒の割合が事前と事後

を比べると８ポイント増加、「自慢できるふ

るさとである」と認識している生徒が90％以

上という結果となった。 資料13－①②

（５）意識調査において、「勉強するときは、

自分の計画に沿って行う」という質問に対す

る生徒の肯定的評価の割合は、65％から76％

と11ポイント上昇している。また、学習に対

する粘り強さを検証する質問に対して、生徒

の肯定的評価の割合は80％と同じであるが、

「あてはまる」と自信をもって回答している

生徒の割合が７ポイント増加している。これ

らの結果からも、生徒の学習に対して計画的

に粘り強く取り組もうとする意識が高まった

といえる。要因として、自分の将来の夢や目

標を見いだし、自己の将来像が明確になって

きたことにより、学習意欲に高まりが見られ

たものと考えられる。 資料13－②

（６）「夢の実現に向かう力」を探究のプロ

セスごとに育む資質・能力として具体化し、

様々な場面で活用可能となる基礎的・汎用的

な資質・能力として設定することができた。

各教科等において、「夢の実現に向かう力」

の育成を意識して指導したことで、総合的な

学習の時間との往還が認められる実践例を確

認することができた。意識調査の結果からは、

70～80％の生徒は肯定的に評価している。し

総合学習をやってみて、この天栄村につ
いて深く知ることができて、とても楽しか
った。この学習を通して、村役場の仕事に
興味を持ちました。

かし、事前と事後を比較すると往還に関する

意識に顕著な高まりは確認できなかった。「夢

の実現に向かう力」の中から各教科等で重点

的に指導する資質・能力を明確にし、その資

質・能力が総合的な学習の時間のどの場面で

活用できるか授業者が意図をもって指導でき

るよう改善を図っていきたい。 資料13－③

２ 今後の課題

（１）各教科等と総合的な学習の時間との一

層の往還を図るためには、教科等横断的な視

点での「カリキュラム・マネジメント」が不

可欠である。各教科等と総合的な学習の時間

の内容を有機的に関連付けることで、より質

の高い学びが期待できる。次年度は、単元配

列表を作成し、総合的な学習の時間を核とし

た教育課程の編成を目指していきたい。

（２）「夢の実現に向かう生徒」の育成に関

して、自己の夢や目標を見いだし、その実現

に向けて学習に対する意識の高まりは確認で

きたものの、持続可能な社会を実現するため

に自ら社会に参画しようとする態度の育成ま

でには至らなかった。学びの中で「学んだこ

とをどのように役立てていくのか」、「ふる

さとのために何ができるか」といった「問い」

をもたせ続けることの必要性を感じている。

今後は、学習したことを振り返る時間をしっ

かり確保し、上記の２つの「問い」を考えさ

せるように指導改善を図りたい。資料13－③

（３）「見方・考え方」を働かせることは、

各教科等の本質について学ぶことに直結す

る。そのことが資質・能力の育成にもつなが

る。深い学びを実現するためにも「見方・考

え方」についての研究を深め、私たち教師が

教科の本質をとらえながら授業実践を行う必

要がある。その手立てとして「問い」の工夫

を重視して授業改善を図っていきたい。

上記の研究の成果と課題を踏まえ、２年次

の研究においても、継続して「『天栄ならで

は』の教育」の創造を目指していくことをお

誓い申し上げ、終わりの言葉としたい。



資料１

資料２



資料３ 年間指導計画（例:３学年）

※ 年間指導計画の作成にあたっては、大分県教育委員会で公開している様式を参考とした。

単元指導計画（例:３学年）



資料４

資料５



学習指導案（例:数学科）





資料６ 「NHK for school」の番組コンテンツの活用（例:３学年）

＜主に活用した「NHK for school」の番組コンテンツ＞

○「ドスルコスル」 社会の諸課題と、それに向き合う子どもたちの姿をセットで紹介した番組

○「アクティブ１０ プロのプロセス」“社会を生き抜く術”を情報のプロから学ぶ番組

資料７



資料８

資料９ 「ふるさと魅力発見学習」振り返りカード（１学年）



資料10 特産品ＰＲのためのキャラクター（２学年）

資料11 「持続可能な村づくりへの提言（高齢化対策）」（３学年）

本村の「こども未来応援事業」

を活用して、考案したキャラクタ

ーがデザインされた「シール」「ポ

ップ」「マスキングテープ」を製品

化した。

これらは、２年次の学習で、特

産品のＰＲのために活用する予定

である。

「まとめ・表現」として、学習し

たことを「持続な可能な村づくり

への提言」として発表用スライド

にまとめ、文化祭で保護者や地域

の方に発信した。



資料12

資料13-①



資料13-②

資料13-③
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